
び
出
し
て
く
る
と
い
う
も
の
。
ド
ラ
イ
バ
ー

は
人
形
を
発
見
し
て
か
ら
、
急
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
る
が
、
間
に
合
わ
な
い
。
衝
突
す
る
大

き
な
音
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
悲
鳴

が
あ
が
っ
た
。
急
に
飛
び
出
す
と
、
ク
ル
マ

は
急
に
止
ま
れ
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
参
加

者
は
日
頃
体
験
で
き
な
い
経
験
を
通
じ
て
、

交
通
安
全
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

狭
山
地
区
親
子
安
全
教
室
を
主
催
し
た

（
株
）ホ
ン
ダ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
埼
玉
事
業
所

の
吉
岡
稔
・
安
全
課
課
長
は
「
今
回
が
初
め

て
の
開
催
に
な
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の

真
剣
な
表
情
を
見
て
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま

し
た
。
今
後
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
定
着
さ
せ
、

地
域
の
方
々
の
安
全
意
識
を
高
め
て
い
く
た

め
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
」と
話
す
。

者
が
多
か
っ
た
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

重
ね
、
最
終
的
に
は
80
㎞
／
h
か
ら

で
も
安
定
し
て
停
止
す
る
た
め
の
ブ

レ
ー
キ
操
作
を
身
に
つ
け
た
。
さ
ら

に
、反
応
制
動
体
験
も
行
い
、50
㎞
／

h
で
走
行
中
に
、
危
険
を
発
見
し
て

か
ら
、
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
ま
で
に

走
っ
た
距
離
（
空
走
距
離
）
を
受
講

者
に
確
認
し
て
も
ら
っ
た
。

午
後
か
ら
は
、
車
庫
入
れ
、
縦
列

駐
車
、
狭
路
走
行
。
車
庫
入
れ
と
縦

列
駐
車
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

そ
れ
ぞ
れ
安
全
・
確
実
に
行
う
た
め

の
コ
ツ
を
解
説
し
た
。
切
り
返
し
を

行
っ
て
い
る
受
講
者
に
は
、
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
周
囲
の
安
全
を
確
認

す
る
時
は
ク
ル
マ
が
止
ま
っ
て
い
る

状
態
で
観
る
よ
う
に
声
を
か
け
た
。

参
加
者
は
、
そ
れ
に
従
っ
て
練
習
を

繰
り
返
し
た
。

研
修
を
見
守
っ
た
篠
笥
さ
ん
は
、

「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
中
、
新
入
社
員
一

人
ひ
と
り
の
運
転
の
特
徴
を
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
方
々
に
チ
ェ
ッ
ク
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
を

も
と
に
、
一
人
ひ
と
り
の
運
転
特
性

を
配
属
先
の
上
司
に
も
伝
え
、
各
職

場
で
も
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

積
み
重
ね
で
、
社
員
の
安
全
運
転
意

識
は
向
上
し
て
い
ま
す
」
と
、
長
年

継
続
し
て
い
る
安
全
運
転
研
修
の
成

果
を
語
っ
た
。

ス
テ
ィ
ク
ス
埼
玉
事
業
所
で
、
地

域
に
根
ざ
し
た
参
加
体
験
型
の
親

子
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
た
。

鈴
鹿
地
区
親
子
交
通
安
全
教
室
に

は
鈴
鹿
市
お
よ
び
そ
の
近
隣
に
住

む
親
子
１
２
５
名
、
狭
山
地
区
親

子
交
通
安
全
教
室
に
は
平
日
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
狭
山
市
お
よ
び
そ

の
近
隣
に
住
む
親
子
48
名
が
参
加

し
た
。

こ
の
親
子
交
通
安
全
教
室
は
、
子
ど
も
に

は
事
故
の
危
険
や
怖
さ
、
保
護
者
に
は
自
ら

が
事
故
を
防
ぐ
知
識
と
、
子
ど
も
の
行
動
特

性
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
両
地
区
と
も
、
親
子
に
安
全
意
識

を
高
め
て
も
ら
う
た
め
の
様
々
な
実
験
が
行

わ
れ
た
。
そ
の

１
つ
は
、
ダ
ミ

ー
人
形
を
使
っ

た
飛
び
出
し
事

故
の
再
現
。
30

㎞
／
h
で
走
行

す
る
ク
ル
マ
の

前
に
駐
車
車
両

の
カ
ゲ
か
ら
ダ

ミ
ー
人
形
が
飛

は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
安
全
を
確

認
す
る
時
は
目
だ
け
で
な
く
身
体
も

使
っ
て
左
右
や
後
方
を
確
認
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
受
講
者
に
伝
え

た
。次

は
、
実
技
。
運
行
前
点
検
の
ポ

イ
ン
ト
、
正
し
い
運
転
姿
勢
、
安
全

な
乗
降
車
の
方
法
を
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
説
明
し
て
い
く
。「
乗
車
す

る
前
に
、
ク
ル
マ
の
後
ろ
か
ら
前
へ

右
回
り
で
１
周
し
て
、
発
進
す
る
前

に
ク
ル
マ
の
周
囲
に
障
害
物
な
ど
が

な
い
か
確
か
め
て
く
だ
さ
い
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
。

こ
の
後
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー

ス
に
出
て
、
50
㎞
／
h
で
走
行
し

て
、
A
B
S
（
ア
ン
チ
ロ
ッ
ク
・

ブ
レ
ー
キ
・
シ
ス
テ
ム
）
が
作
動

す
る
時
の
ク
ル
マ
の
挙
動
を
体
験

し
て
も
ら
う
。
最
初
の
う
ち
は
、

ブ
レ
ー
キ
を
強
く
踏
み
込
む
こ
と

が
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
途
中
で

ブ
レ
ー
キ
を
緩
め
て
し
ま
う
受
講
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日
用
品
や
一
般
用
医
薬
品
な
ど
の

製
造
販
売
を
手
が
け
る
ラ
イ
オ
ン

（
株
）（
本
社：

東
京
都
墨
田
区
）
の

新
入
社
員
を
対
象
に
し
た
安
全
運
転

研
修
が
７
月
８
日
、
交
通
教
育
セ
ン

タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉
で
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
日
は
同
社
の
新
入
社
員
26

名
が
こ
の
研
修
を
受
講
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
（
株
）
人
事
部
の
篠さ

さ

笥き

紀
勝
さ
ん
は
「
新
入
社
員
に
は
普
通

自
動
車
免
許
の
取
得
を
義
務
づ
け
て

い
ま
す
。
入
社
の
内
定
が
決
ま
っ
て

か
ら
、
免
許
を
取
得
す
る
新
入
社
員

も
い
ま
す
。
そ
う
し
た
社
員
が
安
全

運
転
を
心
が
け
る
上
で
、
こ
の
研
修

は
重
要
な
機
会
と
位
置
づ
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
安
全
運
転
教
育
を
通
じ

て
、
常
に
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
行

動
す
る
と
い
う
習
慣
も
身
に
つ
け
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
安
全

運
転
研
修
の
意
義
を
話
す
。

午
前
中
は
座
学
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
交
通
事
故
の

原
因
の
多
く
は
運
転
者
の
認
知
ミ
ス

で
あ
る
こ
と
を
解
説
。
人
間
の
視
野

5

現
場
訪
問

こ
れ
か
ら
企
業
ド
ラ
イ
バ
ー
と
な
る
新
入
社
員
に

安
全
運
転
の
マ
イ
ン
ド
と
技
術
を
伝
え
る

７
月
16
日
に
は
三
重
県
鈴
鹿
市
の
鈴
鹿
サ

ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
、
７
月
29
日

に
は
埼
玉
県
狭
山
市
の
（
株
）
ホ
ン
ダ
ロ
ジ

８
月
２
、
３
日
に
は
、
ホ
ン
ダ
ウ
エ
ル
カ

ム
プ
ラ
ザ
青
山
（
東
京
都
港
区
）
で
「
A
S

I
M
O
と
い
っ
し
ょ
に
親
子
で
学
ぼ
う
！
交

通
安
全
教
室
in
ホ
ン
ダ
ウ
エ
ル
カ
ム
プ
ラ
ザ

●
鈴
鹿
地
区
・
狭
山
地
区
親
子
交
通
安
全
教
室

事
故
の
怖
さ
を
安
全
に
体
験
す
る
こ
と
で

交
通
ル
ー
ル
を
守
る
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
う

●
A
S
I
M
O
と
い
っ
し
ょ
に
親
子
で
学
ぼ
う
！
交
通
安
全
教
室
in
ホ
ン
ダ
ウ
エ
ル
カ
ム
プ
ラ
ザ
青
山

ホ
ン
ダ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
教
育
機
器
を
通
じ
て

親
子
に
交
通
安
全
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

●
ラ
イ
オ
ン
（
株
）

写真上／インストラクターが模範を見せ、車庫入れや
縦列駐車のポイントを解説
写真下／切り返しをしながら、パイロンで囲まれた狭
路コースを通過

鈴鹿地区親子安全教室でも飛び出し事故
の再現（上）や、クルマの死角の範囲の
確認（下）が行われた

ダミー人形を使った飛び出
し事故の再現（狭山地区親
子安全教室）

トラックの内輪差による左
折時の巻き込み事故の再現
（狭山地区親子安全教室）

座学では狭山市交通指導員が「あやとり
ぃ　ひよこ編」を使って、交通行動の基
本を伝えた（狭山地区親子安全教室）

TOPICS
★

50km/hから80km/hの速度で、ABSが作動するまでブレーキペダルを
しっかりと踏み続けるトレーニングを行った

トレーニングに入る前に運行前点検のポイ
ントを確認する

青
山
」（
主
催：

本
田
技

研
工
業
（
株
）
安
全
運

転
普
及
本
部
）
が
開
催

さ
れ
、
２
日
間
で
98
名

の
親
子
が
参
加
し
た
。

４
歳
か
ら
小
学
２
年

生
の
子
ど
も
に
は
、
交

通
安
全
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
あ※

１

や
と
り
ぃ
ひ
よ

こ
編
」
を
活
用
し
た
交

通
安
全
指
導
が
行
わ
れ
た
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
道
路
を
歩
く
時
の
位
置
や
、
信
号
機

の
意
味
な
ど
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
を
説

明
。
そ
し
て
、
道
路
を
渡
る
時
の
３
つ
の
約

束
と
し
て
「
止
ま
る
」「
手
を
あ
げ
る
」「
右
、

左
、
右
を
観
る
」
を
伝
え
、
模
擬
の
信
号
機

と
横
断
歩
道
を
使
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
実
践
し
た
。

小
学
２
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も

た
ち
に
は
、「
ホ※

２

ン
ダ
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
教
室
」
が
行
わ
れ
た
。
初
め
に
、
自
転

車
に
多
い
出
会
い
頭
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
一

時
停
止
や
左
右
確
認
の
重
要
性
な
ど
を
ク
イ

ズ
形
式
で
解
説
。
そ
の
後
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
悪
い
運
転
の
見

本
を
見
せ
、
ど
の
よ
う
に
運
転
す
れ
ば
安
全

か
、
子
ど
も
た
ち
に
考
え
て
も
ら
う
。
最
後

に
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
数
人
が
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
を
体
験
し
な
が
ら
、
危
険
予
測
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
楽
し
く
学
ん
だ
。

実際に近い交通状況で危険を安全に体験
できるHonda自転車シミュレーター

子どもを交通事故の危険から守るためには、親子が一緒に交通安全を学ぶことが重要である。
そこで、Hondaでは子どもの夏休みの時期に合わせて、親子で楽しく交通安全を学べるイベントを各地で展開した。

※1 あやとりぃ＝Hondaが鈴鹿市と協力して開発した交通安全教育プログラム。4～5歳児対象
の「あやとりぃ　ひよこ編」、小学3～4年生対象の「あやとりぃ」、幼児～小学校高学年対象
の「あやとりぃ　自転車教室」、高齢の歩行者・自転車利用者対象の「あやとりぃ　長寿編」
がある。あやとりぃは「あんぜんを　やさしく　ときあかし　りかいして　いただく」の略。
詳細は以下ホームページを参照。
http://www.honda.co.jp/safetyinfo/kyt/ayatorii/

※2 Honda自転車シミュレーター＝自転車利用者のマナーや危険予測能力を高めることを目的
に、Hondaが開発した体験型教育機器。詳細は以下ホームページを参照。
http://www.honda.co.jp/simulator/bicycle/

●鈴鹿地区親子交通安全教室
主催：本田技研工業（株）安全運転普及本部 鈴鹿普及ブロック
共催：（株）エフ・シー・シー、クミ化成（株）名古屋工場、鈴鹿インター（株）、テイ・エステック（株）鈴鹿工場、

（株）ベスティックスキョーエイ、（株）ユタカ技研、鈴鹿市交通教育指導員
後援：鈴鹿市、鈴鹿警察署、鈴鹿地区交通安全協会、鈴鹿サーキット交通教育センター

●狭山地区親子交通安全教室
主催：（株）ホンダロジスティクス埼玉事業所
共催：本田技研工業（株）安全運転普及本部 埼玉普及ブロック、本田関連企業災害防止協議会埼玉支部
後援：狭山警察署、狭山市消防署、狭山地方交通安全協会、狭山市交通防犯課、狭山市教育委員会、JAF埼玉支部、

埼玉県赤十字血液センター

模擬の横断歩道で道路を渡る時の3つの約束を実践する子どもたち

交通安全の基本を楽しく学べる「あやと
りぃひよこ編」


